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国
土
交
通
省
は
人
手
不
足
や
急
速

に
進
む
技
術
革
新
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
の
生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に
は
３
つ
の

切
り
口
が
あ
る
。
①
「
社
会
の
ベ
ー

ス
」
の
生
産
性
を
高
め
る
②
「
産
業

別
」
の
生
産
性
を
高
め
る
③
「
未
来

型
」
で
投
資
・
新
技
術
で
生
産
性
を

　

当
社
で
は
物
流
機
能
の
多
様

化
な
ど
の
要
請
に
対
応
で
き
る

物
流
施
設
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
事
例

を
ご
紹
介
し
た
い
。
川
崎
市
で

は
、
賃
貸
面
積
約
９
万
平
方
㍍
の

マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
セ
ン

タ
ー
「
Ｄ
Ｐ
Ｌ
川
崎
夜
光
」
が
今

年
３
月
に
竣
工
し
た
。
大
阪
府
内

で
は
「
関
西
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」

（
茨
木
市
）
が
竣
工
。
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
か
ら
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ

工
場
の
跡
地
を
購
入
し
て
開
発

し
た
も
の
で
、
６
階
建
て
、
延
床

面
積
９
万
平
方
㍍
の
施
設
に
、
ヤ

マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
グ

ル
ー
プ
15
社
が
入
居
し
て
い

る
。
つ
ま
り
15
の
機
能
を
持

つ
物
流
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　
「
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
流
山
」

（
千
葉
県
流
山
市
）
は
、
３

棟
の
物
流
セ
ン
タ
ー
を
建
て

る
計
画
を
し
て
い
る
。
総
敷

地
面
積
は
約
65
万
平
方
㍍

で
、
日
本
最
大
級
の
物
流
施

設
と
な
る
。
こ
の
「
Ｄ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
流
山
」
に
は
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ

ト
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
最
新
技

術
を
導
入
す
る
予
定
だ
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
流
山
の
マ

ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
セ
ン

タ
ー
「
Ｄ
Ｐ
Ｌ
流
山
」
へ
の

導
入
を
予
定
し
て
い
る
最

新
技
術
を
活
用
し
た
次
世

代
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「Intelligent 　

Logistics 
Center

（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
セ
ン

タ
ー
）
」
に
つ
い
て
説
明
し
た

い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
目
的

は
人
材
不
足
や
人
件
費
高
騰
な

ど
物
流
施
設
が
抱
え
る
様
々
な

課
題
を
、
先
進
技
術
導
入
で
解

決
す
る
こ
と
だ
。

　

具
体
的
に
は
物
流
Ｉ
Ｔ
企
業
の

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
あ
る
ダ
イ

ワ
ロ
ジ
テ
ッ
ク
を
軸
に
自
動
搬
送

ロ
ボ
ッ
ト
「Butler

」
の
独
占
販
売

権
を
保
有
す
るGROUND

の
ロ

ボ
ッ
ト
で
ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
を
効

率
化
。
歩
行
ゼ
ロ
で
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
最
適
在
庫
配
置
、
様
々

な
商
品
へ
の
対
応
、
保
管
効
率
の

向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
通
販
の
フ
ル
フ
ィ
ル
メ

ン
ト
事
業
の
ア
ッ
カ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
、
ト
ラ
ッ
ク
と
荷

主
の
仲
介
サ
イ
ト
を
運
営
す
る

Hacobu

。
同
社
の
ク
ラ
ウ
ド
型
配

車
・
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
「
Ｍ
Ｏ

Ｖ
Ｏ
」
を
用
い
て
、
配
送
業
務
の

見
え
る
化
、
簡
素
化
、
効
率
化
の

実
現
も
進
め
る
。

　

私
た
ち
は
施
設
開
発
だ
け
で
な

く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
施
設
内

作
業
、
搬
送
、
配
車
ま
で
の
一
貫
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
受
配
送
の
最
適
化
、
物
流

の
合
理
化
に
寄
与
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
事
業
領

域
拡
大
策
の
第
１
号
と
な

る
。
流
山
で
は
、
敷
地
内
に
託

児
所
を
設
置
し
、
働
く
女
性

を
支
援
す
る
計
画
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
最
新
技
術
を
取

り
入
れ
た
「Intelligent 

Logistics 　

Center

」
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
「
Ｄ
Ｐ
Ｌ

市
川
」
（
千
葉
県
市
川
市
）

に
2
0
1
8
年
春
に
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
だ
。

　

物
流
施
設
は
、
交
通
の
要

所
に
位
置
し
、
か
つ
建
物
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
た
め
、
お

客
様
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
シ
ン
ボ
ル
と
当
社
の
ブ

ラ
ン
ド
シ
ン
ボ
ル
を
並
べ
て

掲
示
す
れ
ば
、
相
互
の
宣
伝
効
果

は
大
き
い
と
考
え
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合
）
を
中
心
に
、
海
外
展

開
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ベ

ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
物
流
セ
ン

タ
ー
が
昨
年
竣
工
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
当
社
と
地
元
資
本
と

の
合
弁
で
、
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト

型
を
、
タ
イ
で
は
Ｂ
Ｔ
Ｓ
型
の

物
流
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。

　

国
内
で
、
ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

で
、
物
流
生
産
性
向
上
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

川
崎
港
は
総
貨
物
取
扱
量
で
全

国
10
位
に
位
置
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

素
材
関
係
の
取
り
扱

い
が
多
く
、
近
年
、
コ

ン
テ
ナ
貨
物
量
も
着

実
に
増
加
し
て
い
る
。
川
崎
市
も

参
画
す
る
横
浜
川
崎
国
際
港
湾
株

式
会
社
が
、
横
浜
港
、
川
崎
港
の

各
埠
頭
の
特
徴
を
生
か
し
た
タ
ー

ミ
ナ
ル
運
営
を
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
と

し
て
は
、
北
米
基
幹
航
路

の
誘
致
と
国
際
フ
ィ
ー

ダ
ー
航
路
網
の
拡
充
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　

川
崎
港
で
は
、
そ
の

背
後
に
東
扇
島
総
合
物

流
拠
点
や
か
わ
さ
き
フ
ァ
ズ
の

ほ
か
、
民
間
の
投
資
に
よ
る
新

た
な
倉
庫
も
立
地
し
て
お
り
、

多
く
の
関
係
者
に
よ
り
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
の
連
携
が
進
展
。
貨
物

の
増
加
や
新
た
に
多
く
の
雇
用

も
生
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
輸
入
・
輸
出
業
者
と
輸

送
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
空
コ
ン

テ
ナ
輸
送
の
効
率
化
支
援
や
、
東

扇
島
に
お
け
る
冷
凍
冷
蔵
コ
ン
テ

ナ
の
共
同
配
送
の
社
会
実
験
な

ど
、
官
民
連
携
に
よ
り
物
流
の
効

率
化
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
鉄

道
と
の
連
携
、
内
航
Ｒ
Ｏ―

Ｒ
Ｏ

船
（
貨
物
船
の
一
種
）
の
活
用
な

ど
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
や
環
境
対
策
と

し
て
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
を
進
め
て
い
く
。
国
が
整
備
す

る
東
扇
島
と
対
岸
の
水
江
町
を
結

ぶ
橋
梁
の
一
日
も
早
い
完
成
が
待

た
れ
る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
増
加

な
ど
を
支
え
に
、
関
西
経
済
は
活

性
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ

の
流
れ
を
確
か
な
も
の

に
す
る
た
め
、
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
に
力
を
入
れ
た
い
。
当

面
の
課
題
は
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
と
呼
ば
れ
る
幹
線
道
路
の
未
開

通
部
分
の
整
備
だ
。
淀
川
左
岸
線

の
延
伸
部
は
、
用
地
買

収
を
伴
わ
な
い
地
下
工

事
の
た
め
早
期
の
完
成

を
目
指
す
。
大
阪
湾
岸

道
路
西
伸
部
も
、
斜
張

橋
の
架
橋
な
ど
で
難
工

事
が
予
想
さ
れ
る
が
早

く
進
め
た
い
。

　

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
、

関
西
は
内
陸
部
の
利
便
性
が
高

ま
っ
て
お
り
、
倉
庫
の
立
地
が

進
ん
で
い
る
。
今
後
の
西
日
本

の
物
流
は
、
近
畿
の
内
陸
部
の

奈
良
、
和
歌
山
か
ら
四
国
を
通

り
、
大
分
に
至
る
「
南
海
経
済

軸
」
を
中
心
に
発
展
す
る
余
地

が
あ
る
。

　

物
流
の
戦
略
拠
点
と
な
る
の

は
阪
神
港
だ
。
西
日
本
の
生
産

拠
点
か
ら
貨
物
を
集
約
し
、
ア

ジ
ア
を
中
心
に
海
外
と
向
き
合

う
「Look

　W
est

」
を
進
め
た

い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の

増
加
に
も
、
ま
す
ま
す

期
待
が
か
か
る
。
関
西

国
際
空
港
の
発
着
回
数

に
は
ま
だ
余
裕
が
あ
る
が
、
街

を
も
っ
と
磨
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
も
交
通
網

の
一
層
の
充
実
が
必
要
だ
。

物流生産性革命フォーラム

経
済
成
長
達
成
に
は
物
流
の
効
率
化
が
不
可
欠

　人手不足などに対応するためには物流の生産性向上が不可欠の課題である。日本経済新聞社クロスメディア営業
局はこのほど、川崎市と大阪市で日経ビジネスイノベーションフォーラム「物流生産性革命フォーラム～進化する物流
政策～」（協賛＝大和ハウス工業、後援＝国土交通省、協力＝ＮＰＯアーバンロードアンドポートコミュニティ）を開催し
た。物流業界の人手不足、コスト増大などが経済・社会に大きな影響を及ぼす問題としてクローズアップされる中、
フォーラムでは各界の専門家が、物流における生産性向上策に関する知見を披露した。

～進化する物流政策～

高
め
る―

―

で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
20
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
が
、
そ

の
う
ち
主
な
も
の
を
ご
紹

介
し
た
い
。
①
で
は
ま
ず

「
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
渋
滞
対

策
」
。
高
速
道
路
で
渋
滞

が
多
く
発
生
す
る
の
は
、

接
続
道
路
か
ら
の
合
流
部

と
、
下
り
坂
か
ら
上
り
坂
に
変
わ
る

サ
グ
部
。
合
流
部
の
渋
滞
対
策
と
し

て
は
、
東
名
高
速
道
路
海
老
名
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
で
、
ラ
ン
プ
部
分
の
２

車
線
化
を
実
施
。
サ
グ
部
の
渋
滞
対

策
と
し
て
は
、
同
高
速
道
路
大
和
ト

ン
ネ
ル
付
近
で
サ
グ
部
に
付
加
車
線

を
設
置
し
て
い
る
。
観
光
地
で
の
渋

滞
解
消
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用
す
る
試
み
も
進
め

て
い
る
。

　

ま
た
「
高
速
道
路
を
賢
く
使
う
料

金
制
度
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

あ
る
。
首
都
圏
で
は
首
都
圏
中
央
連

絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
の
内
側
で

料
金
体
系
を
整
理
統
一
。
経
路
に
よ

ら
ず
起
終
点
間
の
最
短
距
離
を
基
本

に
料
金
を
決
定
す
る
、
継
ぎ
目
の
な

い
料
金
も
実
現
し
た
。
近
畿
圏
で
も

同
様
に
料
金
体
系
の
整
理
統
一
と
継

ぎ
目
の
な
い
料
金
を
実
現
し
て
い

る
。
①
で
は
こ
の
他
に
ク
ル
ー
ズ
船

の
受
け
入
れ
環
境
整
備
や
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
形
成
支
援
、
ダ
ム

の
再
生
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
し
て
い
る
。

　

②
で
は
建
設
業
の
生
産
性
向
上
や

既
存
住
宅
流
通
・
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場

の
活
性
化
な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
る

が
、
物
流
に
関
す
る
も
の
と
し
て

「
道
路
の
物
流
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

を
挙
げ
た
い
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
深
刻
な
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
、
ダ

ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
実
験
を

進
め
て
い
る
。
高
速
道
路
と
民
間
施

設
を
直
結
す
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
、
車
両
搭
載
セ
ン

シ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
た
道
路
基
盤

地
図
デ
ー
タ
の
収
集
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

③
で
強
調
し
た
い
の
は
「
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
交
通
安
全
対

策
」
だ
。
潜
在
的
な
危
険
箇
所
を
特

定
し
、
効
果
的
な
対
策
を
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
。
新
潟
市
の
日
和
山
地

区
で
、
小
学
校
の
移
転
に
伴
う
通
学

路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
住
民
と

協
働
で
対
策
を
実
施
し
た
と
い
う
事

例
が
あ
る
。
訪
日
外
国
人
観
光
客
の

レ
ン
タ
カ
ー
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
急

ブ
レ
ー
キ
デ
ー
タ
な
ど
を
活
用
し
て

外
国
人
特
有
の
危
険
箇
所
を
特
定
す

る
試
み
も
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
「
ク
ル
マ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
」

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
。
高

齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
で
、
人
の

流
れ
や
物
流
を
確
保
す
る
た
め
、

「
道
の
駅
」
な
ど
を
拠
点
に
自
動
運

転
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
験
を
進
め
る

も
の
だ
。
全
国
の
13
カ
所
で
す
で
に

実
証
実
験
が
始
ま
っ
て
お
り
、
公
募

に
よ
り
選
定
し
た
４
社
の
車
両
を

使
っ
て
乗
客
な
し
運
行
、
乗
客
あ
り

運
行
の
実
走
を
重
ね
て
、
走
行
の
可

能
性
を
探
っ
て
い
る
。
こ
の
自
動
運

転
の
仕
組
み
は
除
雪
車
の
高
度
化
に

も
使
え
る
と
考
え
、
そ
の
実
験
も
進

め
て
い
る
。

　

人
の
動
き
や
物
流
は
、
人
体
で
言

え
ば
血
流
に
当
た
り
、
世
の
中
で
最

も
重
要
な
部
分
だ
。
そ
の
効
率
化
は

国
民
生
活
の
利
便
性
向
上
に
直
結
す

る
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
、
こ

の
生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
し
た
い
。

　

物
流
を
巡
る
課
題
は
、
深
刻
な
人

手
不
足
や
過
剰
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
に

向
き
合
う
こ
と
、
コ
ス
ト
削
減
一
辺

倒
か
ら
価
値
創
造
と
適
正

分
配
に
転
換
す
る
こ
と
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
改
革
を
進
め
る
こ
と

だ
。
人
口
減
・
少
子
高
齢

化
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進

化
、
電
子
商
取
引
の
拡

大
、
ア
ジ
ア
の
成
長
、
災

害
リ
ス
ク
、
環
境
保
全
と

い
う
社
会
情
勢
の
変
化
に
も
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
年
７
月
に
閣
議
決
定
し
た
総
合

物
流
施
策
大
綱

は
、
物
流
は
途

切
れ
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
社
会

イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
強
い
物
流
が
必

要
と
の
基
本
認
識
か
ら
、
次
の
６
つ

の
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。
①
つ
な

が
る
②
見
え
る
③
支
え
る
④
備
え
る

⑤
革
命
的
に
変
化
す
る
⑥
育
て
る―

―

で
あ
る
。

　

①
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

効
率
化
・
価
値
創
造
に
資
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
自
体
が
高
い
付
加
価
値

を
生
み
出
す
物
流
に
変
革
す
る
こ
と

だ
。
共
同
輸
送
や
施
設
の
共
同
利
用

な
ど
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
物
流
効

率
化
と
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の
国
際
標

準
化
を
推
進
す
る
。

　

②
は
物
流
の
透
明
化
・
効
率
化
と

そ
れ
を
通
じ
た
働
き
方
改
革
の
実

現
。
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

事
業
の
働
き
方
改
革
や
、
宅
配
便
の

再
配
達
削
減
を
進
め
る
。

　

③
は
ス
ト
ッ
ク
効
果
発
現
な
ど
イ

ン
フ
ラ
機
能
強
化
に
よ
る
効
率
的
な

物
流
の
実
現
だ
。
最
新
鋭
の
設
備
・

機
能
を
持
つ
大
規
模
物
流
施
設
の
整

備
促
進
と
と
も
に
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

と
空
港
・
港
湾
な
ど
と
の
輸
送
モ
ー

ド
間
の
接
続
を
強
化
。
ま
た
、
民
間

施
設
に
直
結
し
た
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
や
、
物
流
を

考
慮
し
た
建
築
物
の
設
計
・
運
用
の

手
引
き
の
活
用
を
促
進
す
る
。

　

④
は
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
・
地
球

環
境
問
題
に
対
応
す
る
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
な
物
流
の
構
築
。
緊
急
支
援
物

資
輸
送
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の

活
用
や
、
船
舶
へ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化

天
然
ガ
ス
）
供
給
拠
点
整
備
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

⑤
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
活
用

に
よ
る
物
流
革
命
だ
。
ト
ラ
ッ
ク
隊

列
走
行
の
実
現
や
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト

ラ
ッ
ク
、
車
体
と
荷
台
が
分
離
で
き

る
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ナ
、
自

動
運
行
船
の
活
用
に
取
り
組
む
。
ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
た
配
送
、
無
人
搬

送
車
に
よ
る
庫
内
作
業
効
率
化
、

電
子
タ
グ
の
活
用
も
課
題
で
あ

る
。
そ
し
て
⑥
で
は
、
人
材
の
確

保
・
育
成
、
物
流
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
国
民
啓
発
活
動
を
進

め
る
方
針
で
あ
る
。

大和ハウス工業
取締役常務執行役員 
建築事業担当

浦川 竜哉 氏

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
取
り
組
む「
生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
推
進

わ
が
国
の
物
流
施
策
に
つ
い
て
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日本プロジェクト産業協議会
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力
強
い
産
業
都
市
づ
く
り
を
支
え
る
川
崎
港
の
物
流
に
つ
い
て

物
流
生
産
性
向
上
と
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

物
流
施
設
開
発
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

物
流
生
産
性
革
命
へ
の
期
待

国
民
の
理
解
得
な
が
ら
推
進

物流サービスの領域を拡大

　

安
倍
政
権
は
「
失
わ
れ
た
20
年
」

か
ら
脱
す
る
政
策
と
し
て
、
金
融
緩

和
、
財
政
出
動
、
成
長
戦
略
の
「
３

本
の
矢
」
と
、
強
い
経
済
、
子
育
て

支
援
、
社
会
保
障
の
「
新
３
本
の

矢
」
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の

成
長
戦
略
と
強
い
経
済
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
「
生
産
性
革
命
」
が
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
重
要
な
一
翼
を

担
う
の
が
「
物
流
革
命
」
だ
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
な
ど

の
新
技
術
の
活
用
と
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
よ

り
、
「
物
流
革
命
」
「
生
産
性
革
命
」

を
果
た
し
た
い
。
日
本
の
経
済
成
長

に
関
し
て
は
、
「
人
口
が
減
少
し
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
か
ら
成
長
は

困
難
」
と
の
声
が
あ
る
が
、
年
率
で

は
１
％
前
後
で
あ
り
、
克
服
出
来
な

い
大
き
さ
で
は
な
い
。
「
成
熟
国
家

に
お
い
て
は
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
投
資

の
必
要
性
は
低
い
」
と
の
意
見
も
あ

る
が
、
欧
米
諸
国
の
実
体
等
を
み
れ

ば
誤
解
で
あ
る
。
物
流
は
国
民
か
ら

見
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
様
々
な
機

会
を
通
じ
「
物
流
生
産
性
革
命
」
へ
の

取
り
組
み
、
今
後
の
方
向
な
ど
に
つ

い
て
、
国
民
の
理
解
を
得
つ
つ
施
策

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
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